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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
第２の電源と、
エネルギーを蓄積可能なエネルギー蓄積要素と、
前記第２の電源及び前記エネルギー蓄積要素とデータ通信するコントローラと、を備える
バックアップ電力システムであって、
前記コントローラは、
前記エネルギー蓄積要素に蓄積されたエネルギーの測定されたエネルギーレベルを、前記
第２の電源が始動してから選択された最小電力出力レベルに少なくとも到達するために要
する時間によって決定される第１のしきい値と比較し、前記第１のしきい値は、前記エネ
ルギー蓄積要素の残存電力量よりも少ない電力を用いて前記第２の電源が始動されて負荷
に電力を提供することができるように選択され、
前記蓄積エネルギーレベルを、前記第１のしきい値よりも大きな第２のしきい値と比較す
る、
ように構成され、
前記第２のしきい値は、主電源の長期にわたる完全な停電よりも継続時間が短い主電源の
断続的な電力変動の間に第２の電源がオン・オフされる繰り返し回数を減少させるように
選択され、
前記コントローラが、前記蓄積エネルギーレベルと前記第１のしきい値もしくは第２のし
きい値との比較結果又はこの両方の比較結果に基づいて、主電源、前記第２の電源、及び
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前記エネルギー蓄積要素の１つから選択的に外部負荷に電力を提供するよう制御され構成
されているシステム。
【請求項２】
前記主電源に電気的に接続されるとともに前記第２の電源に電気的に接続された転送スイ
ッチをさらに備え、前記転送スイッチの動作が、主電源、第２の電源、及びエネルギー蓄
積要素のうち選択された１つから前記外部負荷へ電力を提供するように前記コントローラ
によって制御される請求項１記載のシステム。
【請求項３】
前記コントローラが、前記断続的な電力変動の間に前記エネルギー蓄積要素から前記外部
負荷へ電力を提供するよう構成される請求項１記載のシステム。
【請求項４】
前記コントローラが、前記蓄積エネルギーレベルが前記第２のしきい値よりも小さいこと
を示す比較結果に基づいて、前記エネルギー蓄積要素の蓄積エネルギーレベルを前記第２
のしきい値まで再蓄積するよう構成される請求項１記載のシステム。
【請求項５】
前記第２の電源を前記エネルギー蓄積要素に電気的に接続することによって、前記エネル
ギー蓄積要素の蓄積エネルギーレベルが再蓄積される請求項４記載のシステム。
【請求項６】
前記主電源を前記エネルギー蓄積要素に電気的に接続することによって、前記エネルギー
蓄積要素の蓄積エネルギーレベルが再蓄積される請求項４記載のシステム。
【請求項７】
前記コントローラが、前記エネルギー蓄積要素の蓄積エネルギーレベルを、前記第２のし
きい値よりも大きい所定のエネルギーレベルまで再蓄積するよう構成される請求項４記載
のシステム。
【請求項８】
前記コントローラが、前記第２の電源を用いることによって、前記エネルギー蓄積要素の
蓄積エネルギーレベルを、所定のエネルギーレベルまで再蓄積するよう構成される請求項
７記載のシステム。
【請求項９】
前記第２の電源が、転送スイッチを介して前記外部負荷に電力を提供する請求項８記載の
システム。
【請求項１０】
前記蓄積エネルギーレベルが前記第１のしきい値よりも大きい旨の指示に基づいて、前記
コントローラが前記第２の電源を始動する単数又は複数の信号を提供する請求項１記載の
システム。
【請求項１１】
前記主電源が利用できない場合に、前記コントローラが前記第２の電源を始動する単数又
は複数の信号を提供するよう構成される請求項１記載のシステム。
【請求項１２】
前記蓄積エネルギーレベルが前記第２のしきい値よりも大きい旨の指示に基づいて、前記
コントローラが前記第２の電源を待機モードにする単数又は複数の信号を提供するよう構
成される請求項１記載のシステム。
【請求項１３】
前記コントローラに電気的に接続されるメモリをさらに備え、
前記メモリが少なくとも前記第１のしきい値及び第２のしきい値を格納する請求項１記載
のシステム。
【請求項１４】
前記コントローラに電気的に接続されるディスプレイ及び少なくとも１つの入出力装置を
さらに備える請求項１記載のシステム。
【請求項１５】
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前記第２の電源が、間欠的に電力を利用可能にする単数又は複数の再生可能エネルギー源
を含む請求項１記載のシステム。
【請求項１６】
前記単数又は複数の再生可能エネルギー源を測定し、前記単数又は複数の再生可能エネル
ギー源を前記エネルギー蓄積要素に電気的に接続するよう構成される第２のコントローラ
をさらに備える請求項１５記載のシステム。
【請求項１７】
前記コントローラが、前記蓄積エネルギーレベルが前記第２のしきい値よりも小さい旨の
比較結果に基づいて、前記エネルギー蓄積要素の蓄積エネルギーレベルを少なくとも前記
第２のしきい値まで再蓄積するよう構成され、
前記エネルギー蓄積要素の蓄積エネルギーレベルが、前記単数又は複数の再生可能エネル
ギー源を前記エネルギー蓄積要素に電気的に接続することにより再蓄積される請求項１５
記載のシステム。
【請求項１８】
前記蓄積エネルギーレベルが前記第１のしきい値よりも小さい場合に、前記第２の電源が
電気的に前記エネルギー蓄積要素に接続され、その蓄積エネルギーのレベルを上昇させる
請求項１記載のシステム。
【請求項１９】
前記蓄積エネルギーレベルが前記第１のしきい値よりも大きく前記第２のしきい値よりも
小さい場合に、前記第２の電源が前記エネルギー蓄積要素に電気的に接続され続ける請求
項１８記載のシステム。
【請求項２０】
通常電力を主電源から取得する負荷のためにバックアップ電力を利用可能にする方法であ
って、
エネルギー蓄積要素の蓄積エネルギーレベルを、第２の電源が始動してから選択された最
小電力出力レベルに少なくとも到達するために要する時間によって決定される第１のしき
い値と比較し、前記第１のしきい値は、前記エネルギー蓄積要素の残存電力量よりも少な
い電力を用いて前記第２の電源が始動されて前記負荷に電力を提供することができるよう
に選択され、
前記蓄積エネルギーレベルを、前記第１のしきい値よりも大きな第２のしきい値と比較し
、
前記蓄積エネルギーレベルと前記第１のしきい値もしくは第２のしきい値との比較結果又
はこの両方の比較結果に基づいて、前記主電源、第２の電源、及びエネルギー蓄積要素の
うち１つから前記負荷への電力の伝送を選択的に命令することを含み、
前記第２のしきい値が、主電源の長期にわたる完全な停電よりも継続時間が短い主電源の
断続的な電力変動の間に第２の電源がオン・オフされる繰り返し回数を減少させるように
選択される方法。
【請求項２１】
第２の電源を提供することをさらに含む請求項２０記載の方法。
【請求項２２】
エネルギー蓄積要素を提供することをさらに含む請求項２０記載の方法。
【請求項２３】
前記エネルギー蓄積要素の蓄積エネルギーレベルを測定することをさらに含む請求項２０
記載の方法。
【請求項２４】
前記断続的な電力変動の間に前記エネルギー蓄積要素から前記負荷に選択的に電力を伝送
することをさらに含む請求項２０記載の方法。
【請求項２５】
前記蓄積エネルギーレベルが前記第２のしきい値よりも小さいことを示す比較結果に基づ
いて、前記エネルギー蓄積要素の蓄積エネルギーレベルを少なくとも前記第２のしきい値
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まで再蓄積することをさらに含む請求項２０記載の方法。
【請求項２６】
前記エネルギー蓄積要素の蓄積エネルギーレベルを再蓄積することが、前記第２の電源か
ら前記エネルギー蓄積要素へ電力を伝送することを含む請求項２５記載の方法。
【請求項２７】
前記エネルギー蓄積要素の蓄積エネルギーレベルを再蓄積することが、前記主電源から前
記エネルギー蓄積要素へ電力を伝送することを含む請求項２５記載の方法。
【請求項２８】
前記エネルギー蓄積要素の蓄積エネルギーレベルを再蓄積することが、前記蓄積エネルギ
ーレベルを前記第２のしきい値よりも大きな所定のエネルギーレベルまで再蓄積すること
を含む請求項２５記載の方法。
【請求項２９】
電力が前記第２の電源から前記負荷へ選択的に伝送される請求項２５記載の方法。
【請求項３０】
前記蓄積エネルギーレベルが前記第１のしきい値よりも大きくない旨の指示に基づいて、
前記第２の電源を始動することをさらに含む請求項２０記載の方法。
【請求項３１】
前記主電源からの前記通常電力が利用できない場合に前記第２の電源を始動することをさ
らに含む請求項２０記載の方法。
【請求項３２】
前記蓄積エネルギーレベルが前記第２のしきい値よりも大きいことを示す指示に基づいて
、前記第２の電源を待機モードにすることをさらに含む請求項２０記載の方法。
【請求項３３】
少なくとも前記第１のしきい値及び第２のしきい値を、プロセッサに電気的に接続された
メモリに格納することをさらに含む請求項２０記載の方法。
【請求項３４】
システム状態を表示することをさらに含む請求項２０記載の方法。
【請求項３５】
前記システム状態を表示することが、少なくとも前記第２の電源及び前記エネルギー蓄積
要素の動作状態を表示することを含む請求項３４記載の方法。
【請求項３６】
前記第２の電源が、間欠的に電力を利用可能にする単数又は複数の再生可能エネルギー源
を含む請求項２０記載の方法。
【請求項３７】
前記１つ又は複数の比較結果に基づいて、前記単数又は複数の再生可能エネルギー源から
前記エネルギー蓄積要素への電力伝送を命令することをさらに含む請求項３６記載の方法
。
【請求項３８】
前記蓄積エネルギーレベルが前記第１のしきい値よりも少ない場合に、前記第２の電源が
前記エネルギー蓄積要素に電気的に接続され、その蓄積エネルギーのレベルを上昇させる
請求項２０記載の方法。
【請求項３９】
前記蓄積エネルギーレベルが前記第１のしきい値 よりも大きく前記第２のしきい値より
も小さい場合に、前記第２の電源が前記エネルギー蓄積要素に電気的に接続され続ける請
求項３８記載の方法。
【請求項４０】
単数又は複数の電源から負荷への電力伝送をコンピュータに制御させるためのコンピュー
タ読み取り可能なプログラムコードを有するコンピュータ読み取り可能な媒体であって、
前記媒体の前記コンピュータ読み取り可能なプログラムコードは、前記コンピュータに実
行されることにより、前記コンピュータに、
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蓄積エネルギー要素の蓄積エネルギーレベルを、第２の電源が始動してから選択された最
小電力出力レベルに少なくとも到達するために必要な時間によって決定される第１のしき
い値と比較させ、前記第１のしきい値は、前記エネルギー蓄積要素の残存電力量よりも少
ない電力を用いて前記第２の電源が始動されて前記負荷に電力を提供することができるよ
うに選択され、
前記蓄積エネルギーレベルを、前記第１のしきい値よりも大きな第２のしきい値と比較さ
せ、
前記蓄積エネルギーレベルと前記第１のしきい値もしくは第２のしきい値との比較結果又
はこの両方の比較結果に基づいて、主電源、第２の電源、及びエネルギー蓄積要素の１つ
から負荷へ選択的な電力伝送を命令するために用いられる単数又は複数の信号を生成させ
、
前記第２のしきい値が、主電源の長期にわたる完全な停電よりも継続時間が短い主電源の
断続的な電力変動の間に第２の電源がオン・オフされる繰り返し回数を減少させるように
選択される媒体。
【請求項４１】
前記コンピュータに実行されることにより、前記コンピュータに、前記エネルギー蓄積要
素の蓄積エネルギーレベルを測定させるコンピュータ読み取り可能なプログラムコードを
さらに含む請求項４０記載の媒体。
【請求項４２】
前記コンピュータに実行されることにより、前記コンピュータに、単数又は複数の再生可
能エネルギー源を前記エネルギー蓄積要素に接続させるコンピュータ読み取り可能なプロ
グラムコードをさらに含む請求項４０記載の媒体。
【請求項４３】
主電源、第２の電源、及びエネルギー蓄積要素に関連する単数又は複数のパラメータを受
信するよう構成されるプロセッサと、
前記プロセッサに電気的に接続されるメモリと、
を備える負荷に提供される電源を選択するためのコントローラであって、
前記プロセッサは、
前記エネルギー蓄積要素に蓄積されたエネルギーを表す測定エネルギーレベルを前記メモ
リに格納された第１のしきい値と比較し、前記第１のしきい値は前記第２の電源が始動し
てから選択された最小電力出力レベルに少なくとも到達するための時間によって決定され
、前記第１のしきい値は、前記エネルギー蓄積要素の残存電力量よりも少ない電力を用い
て前記第２の電源が始動されて前記負荷に電力を提供することができるように選択され、
前記測定エネルギーレベルを前記メモリに格納された第２のしきい値と比較し、前記第２
のしきい値は、主電源の長期にわたる完全な停電よりも継続時間が短い主電源の断続的な
電力変動の間に第２の電源がオン・オフされる繰り返し回数を減少させるように選択され
、
前記測定エネルギーレベルと前記第１のしきい値もしくは第２のしきい値との比較結果又
はこの両方の比較結果に基づいて、前記プロセッサが、主電源、第２の電源、及びエネル
ギー蓄積要素の１つから負荷へ選択的な電力伝送を命令するために用いられる単数又は複
数の信号を提供するコントローラ。
【請求項４４】
前記測定エネルギーレベルが前記第２のしきい値よりも小さい場合に、前記単数又は複数
の信号を介して、前記プロセッサが前記エネルギー蓄積要素に提供される電力を選択的に
命令する請求項４３記載のコントローラ。
【請求項４５】
前記メモリに格納された前記第１のしきい値及び第２のしきい値 がユーザインタフェー
スを介して変更可能である請求項４３記載のコントローラ。
【請求項４６】
前記単数又は複数の信号を介して、
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前記プロセッサが、間欠的に電力を利用可能にする単数又は複数の再生可能エネルギー源
から前記エネルギー蓄積要素へ提供される電力を選択的命令する請求項４３記載のコント
ローラ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本出願は、一般に、エネルギー蓄積システム及びエネルギー蓄積方法に関し、一又は複数
の実施形態においては特に、継続的に中断無く動作し精密電子コンポーネントを保護する
ための安定した電源を必要とするコンピュータシステム等の装置を支援する用途などに用
いられるバックアップ電源システム、同システムにおいて用いられる制御装置、及び、バ
ックアップ電源を提供する方法に関する。電力産業では、従来の蒸気タービン発電機と組
み合わせて、太陽光、風力、電池、ディーゼル及びガスタービン発電機等の代替的な電源
が負荷要求を満たすために利用されており、本出願はこれらの電力産業にも応用される。
【０００２】
従来の緊急・冗長電源システムは、オフラインやニアラインのコジェネレーション又は緊
急時予備用発電機を備えているが、継続的で中断可能な電源というエンドユーザの目的を
達成するには性能上限界がある。このような従来のシステムは、通常、第１の電力供給装
置と、転送スイッチと、転送スイッチの反対側にあってディーゼルエンジン等の第１の発
動機によって電力を供給される発電機と、を備える。
【０００３】
無停電電源装置（ＵＰＳ）やその他のエネルギー蓄積システム（例えば、機械的フライホ
イール）は、通常、転送スイッチの出力によって電力が供給される。転送スイッチロジッ
クは、主電源に特定時間よりも長く障害が発生しているときに発電機の電源を入れたり発
電機へ切り替えたりするように設計される。転送スイッチは、十分な時間にわたって電力
が復旧した後に主電源又は第１の電源に再び切り替えるように設計される。エネルギー蓄
積システムによる電力・エネルギーの供給においては、発電機が始動するまでの間や転送
スイッチの切り替え遅延の間にギャップや停電が生じえる。
【０００４】
複数のエネルギー供給事業者が関与し配電網が複雑になるにつれて、単一の障害事象にお
ける完全な停電よりは少ないものの、多数の障害が頻発している。たとえば、配電網にお
ける変圧器の異常や一連の落雷の間に、短時間のうちに複数回にわたって電力が断続的に
消滅したり回復したりする。このような断続的な停電は、全面的な停電の前兆になること
があり、配電網から電力供給を受けている電子機器にダメージを与えることがある。
【０００５】
このようなことが繰り返し発生することにより、精密電子機器を破損させる可能性のある
電力の瞬間的変動が生じるだけでなく、再充電のための時間がないためエネルギー蓄積シ
ステムが空になってしまうこともある。このような事象にもかかわらず、発電機が全出力
運転するまでの遅延時間に対処する十分な時間がエネルギー蓄積システムに与えられない
場合には、エンドユーザの電源には障害が発生して機器に損傷が発生する可能性があり、
サービスの中断もしばしば起こる。
【０００６】
また、「グリーン」エネルギー技術又は再生可能エネルギーの進展により、このような間
欠電源を安定した配電網に組み込むという課題が生じている。
【発明の概要】
【０００７】
本明細書は、例えば、エネルギー蓄積要素の蓄積エネルギーレベルが測定される装置やシ
ステム、例えば、無停電電源装置（ＵＰＳ）又はその他の電気化学的配列（例えば、バッ
テリや燃料電池）や電気機械的フライホイール配列、に対してバックアップ電源又は緊急
用電源を提供するシステム及び方法の実施形態を提供する。他の実施形態においては、緊
急時電力又はバックアップ用電力の負荷への伝送を制御するコントローラが開示される。
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このコントローラは、コンピュータへの指令を含むコンピュータ読み取り可能な媒体を有
するコンピュータプログラム製品である。このコンピュータへの指令は、緊急時電力又は
バックアップ用電力の負荷への伝送を制御する機能を実行するコンピュータ又はプロセッ
サをプログラミングするために用いられる。
【０００８】
発電機を第２の電源として用いる一実施形態においては、エネルギー蓄積要素の蓄積エネ
ルギーレベルが２つのしきい値と比較される。第１のしきい値は、例えばバックアップ発
電機が最大出力に到達するまでの間、バックアップ電源が（必要であればマージンをつけ
て）提供される装置又はシステムによって必要とされるエネルギー量として定義すること
ができる。または、第１のしきい値は、バックアップ発電機が所定速度及び最大出力に到
達するために必要な時間として表される。
【０００９】
第２のしきい値は、第１のしきい値よりも大きな値であって発電機の始動と停止の回数を
最小限にするために選択されるもの、と定義することができる。第１のしきい値によって
提供されるマージンは、エネルギー蓄積システムが損傷を発生させることなく動作するた
めの最小安全水準として定義される。
【００１０】
本システムは、エネルギー蓄積システム、転送スイッチ、及び／又は発電機又は他の第２
の電源との間のデータ通信システムを含む。これにより、本システムは、発電機を必要な
ときだけ始動し、又は必要なときに事前に始動することができるので、無停電電源を提供
することができる。
【００１１】
一実施形態において、バックアップ電源システムは、第２の電源、エネルギーを蓄積可能
なエネルギー蓄積要素、及び第２の電源及びエネルギー蓄積要素とデータ通信可能なコン
トローラを含んでもよい。このコントローラは、エネルギー蓄積要素に蓄積されたエネル
ギーのエネルギーレベル測定値を第１のしきい値と比較するように構成されてもよい。こ
の第１のしきい値は、第２の電源が所定の最小出力レベルに少なくとも到達するために必
要な最小時間に関連する。また、コントローラは、蓄積エネルギーレベルを、第１のしき
い値よりも大きな第２のしきい値と比較することもできる。この第２のしきい値は、長期
にわたる完全な停電よりは深刻でない主電源の断続的な電力変動の間に第２の電源がオン
・オフされる繰り返し回数を削減するために選択される。関連実施形態において、本シス
テムは、主電源及び第２の電源と電気的に接続される転送スイッチを含んでも良い。コン
トローラも転送スイッチに動作可能に接続される。
【００１２】
他の実施形態において、主電源から通常電力を取得する負荷がバックアップ電源を利用で
きるようにする方法は、第２の電源を提供し、エネルギー蓄積要素を提供し、エネルギー
蓄積要素の蓄積エネルギーレベルを測定し、測定された蓄積エネルギーレベルを、第２の
電源が所定の最小出力レベルに到達するために必要な最大時間に関する第１のしきい値と
比較し、蓄積エネルギーレベルを、第１のしきい値より大きく、主電源の長期にわたる完
全な停電よりは深刻でない主電源の断続的な電力変動の間に起こる第２の電源のオン・オ
フの繰り返し回数を削減するために選択される第２のしきい値と比較することを含む。１
つ又は複数の比較結果に基づいて、主電源、第２の電源、及びエネルギー蓄積要素のうち
１つから選択的に電力が負荷に転送される。
【００１３】
他の実施形態において、コンピュータ読み取り可能な媒体を含むコンピュータプログラム
製品は、媒体に記録されたコンピュータへの指令であって実行時に様々な機能をコンピュ
ータに実行させるものを有し、蓄積エネルギー要素の蓄積エネルギーレベルを、第２の電
源が所定の最小出力レベルに到達するために必要な最大時間に関する第１のしきい値と比
較し、蓄積エネルギーレベルを、第１のしきい値より大きく、主電源の長期にわたる完全
な停電よりは深刻でない主電源の断続的な電力変動の間に起こる第２の電源のオン・オフ
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の繰り返し回数を削減するために選択される第２のしきい値と比較し、１つ又は複数の比
較結果に基づいて、主電源、第２の電源、及びエネルギー蓄積要素のうち１つから選択的
に電力を負荷に転送することを命令するために用いられる単数又は複数の信号を生成する
ことを含む。
【００１４】
他の実施形態において、負荷に提供される電源を選択するために用いられるコントローラ
は、主電源、第２の電源、及びエネルギー蓄積要素に関する単数又は複数のパラメータを
受信するよう構成された単数又は複数のプロセッサを含む。メモリには、プロセッサが動
作可能に接続される。このプロセッサは、例えば、測定された蓄積エネルギーレベルを、
当該メモリに格納された第１のしきい値と比較するように構成される。この第１のしきい
値は、第２の電源が所定の最小出力レベルに到達するために必要な最大時間に関する。ま
た、当該プロセッサは、測定された蓄積エネルギーレベルを、当該メモリに格納された第
２のしきい値と比較してもよい。この第２のしきい値は、第１のしきい値より大きく、主
電源の長期にわたる完全な停電よりは深刻でない主電源の断続的な電力変動の間に起こる
第２の電源のオン・オフの繰り返し回数を削減するために選択される。当該プロセッサは
、１つ又は複数の比較結果に基づいて、主電源、第２の電源、及びエネルギー蓄積要素の
うち１つから負荷に供給され又は転送される電力を命令する単数又は複数の信号を提供し
てもよい。
【００１５】
他の実施形態において、プロセッサは、測定されたエネルギーレベルが第２のしきい値よ
りも小さい場合に、単数又は複数の制御信号を介して、エネルギー蓄積要素に対して提供
される電力を選択的に命令してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】バックアップ電源システムの例示的な実施形態のブロックダイヤグラムを示す。
【００１７】
【図２】図１のシステムを用いてバックアップ電力を提供する方法の例示的な論理フロー
を表すプロセスフローチャートを示す。
【００１８】
【図３Ａ】図１のシステム及び図２の方法において用いられる様々なしきい値をグラフに
示す。
【図３Ｂ】図１のシステム及び図２の方法において用いられる様々なしきい値の代替的な
表現を提供する。
【００１９】
【図４】間欠電力を提供する電源を図１のバックアップ電源システムへ組み込んだ代替的
な実施形態を示す。
【００２０】
【図５】図４のシステムを用いてバックアップ電力を提供する方法の例示的な論理フロー
を表すプロセスフローチャートを示す。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
添付図面に示されるように、図１は、バックアップ電源システム１００の実施形態である
ブロック図を示す。実線は、電力の流れ（一方向の流れ）を表し、点線はデータ及び／又
は制御信号の経路（矢印で示される一方向又は双方向の流れ）を表す。主電源１１０は、
負荷１２５へ供給される第１の（「通常の」）電力の電源又はその他の供給源を表し、例
えば、標準電圧を供給する単相又は三相交流電源である。用途によっては、第１の電力は
直流電力であってもよい。主電源１１０は、転送スイッチ１２０を介して負荷１２５へ接
続される。通常モード運転時には、転送スイッチ１２０は、追加的な処理やスイッチング
を行うことなく、主電源１１０を負荷１２５へ直接接続することができる。
【００２２】
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コントローラ１３０は、システム１００の様々なパラメータや電圧を測定するように構成
され、本明細書における様々な制御やデータ関数を計算するコンピュータソフトウエアコ
ードやファームウエアコードを実行するパーソナルコンピュータ又はその他の公知のプロ
セッサやマルチプロセッサによって実現される。データ信号及び／又は制御信号は、リン
ク１３１を介して、転送スイッチ１２０とコントローラ１３０の間を伝送される。リンク
１３１からリンク１３８によって表される様々な制御信号・データ信号の接続は、従来の
有線インタフェースによって形成されてもよく、公知の有線技術又は無線技術によって実
現されてもよい。または、コントローラ１３０は、様々な関連するしきい値を検知し及び
／又は設定するのに適したアナログ形式で実装されてもよい。アナログ形式の実装例は、
例えば、単数又は複数の電位差計回路や比較器回路である。
【００２３】
メモリ１４５は、システム１００の様々な運転パラメータ等を表すデータを蓄積するため
の公知の方法を用いてコントローラ１３０と接続される。この運転パラメータには、蓄積
エネルギー要素１５０のエネルギー蓄積状態、第２の電源１４０の状態、及び電力転送の
決定に用いられる特定のしきい値が含まれるがこれらには限られない。アナログ実装の場
合には、メモリ１４５は必要ではない。
【００２４】
第２の電源１４０は転送スイッチ１２０に接続されており、予備の発電機（例えば、一般
のディーゼル発電機又はガスタービン発電機）であってもよい。第２の電源１４０は、直
流電圧を適切な交流及び／又は直流電圧に必要に応じて変換する変換回路を有するバッテ
リ等の電気化学配列であってもよい。制御信号・データ経路１３８は、第２の電源１４０
を制御するため、及び／又は、第２の電源１４０からステータス情報を取得するために用
いられる。このステータス情報は、転送スイッチ１２０によって使用され、又は、直接又
は間接にリンク１３１を介してコントローラ１３０に転送される。
【００２５】
蓄積エネルギー要素１５０は、（例えば、コンバータ１６０Ａを介して）転送スイッチ１
２０に接続され、第１の電源（例えば、主電源１１０又は「通常」電源）が利用できない
か不安定なときに第２の電源が負荷１２５に電力を提供することができない場合に備えた
「緊急用」バックアップ電源と理解してもよい。または、コンバータ１６０Ａの出力は、
転送スイッチ１２０には直接接続されずに負荷１２５に直接接続されてもよい（図１には
不図示）。引き続き図１を参照して、コントローラ１３０と蓄積エネルギー要素１５０と
の間の一方向又は双方向のデータ信号又は制御信号伝送はリンク１３４によって提供され
る。蓄積エネルギー要素１５０は、フライホイール又はその他の力学エネルギーシステム
を含んでもよく、無停電電源装置（ＵＰＳ）等のバッテリシステムであってもよい。蓄積
エネルギー要素１５０に蓄積されるエネルギーの種類に応じて、コンバータ１６０Ａ及び
１６０Ｂは、蓄積エネルギー要素１５０に蓄積されたエネルギーの形態を負荷１２５によ
って用いられる形態に変換するために用いられる。
【００２６】
例えば、蓄積エネルギー要素１５０が回転するフライホイールの力学エネルギーを蓄積す
るフライホイールである場合には、コンバータ１６０Ａは、負荷１２５が必要とする周波
数や電圧に応じて、ＡＣ－ＤＣ変換又はＡＣ－ＤＣ－ＡＣ変換によってフライホイールの
力学エネルギーを負荷１２５に利用可能な形態の電力に変換するように構成された発電機
配列を含んでもよい。蓄積エネルギー要素１５０がバッテリである場合には、例えば、コ
ンバータ１６０Ａは、バッテリからの直流を負荷１２５の要件を満足させるために必要な
交流又は直流電力に変換するＤＣ－ＡＣ（又はＤＣ－ＡＣ－ＤＣ）コンバータ配列であっ
てもよい。コンバータ１６０Ａは、データ信号及び／又は制御信号をリンク１３２を介し
てコントローラ１３０に提供し又はコントローラ１３０と交換することができる。
【００２７】
コンバータ１６０Ｂは、蓄積エネルギー要素１５０のエネルギーを所望のレベルまで回復
させるときに用いられる。例えば、蓄積エネルギー要素１５０がバッテリであり、第１の
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電源が交流電源である場合には、コンバータ１６０Ｂは、転送スイッチ１２０を介して取
得した交流電力をバッテリが再充電することのできる直流電力に変換することができる。
蓄積エネルギー要素１５０が例えばフライホイールの場合には、コンバータ１６０Ｂは、
回転するフライホイールに「蓄積された」力学エネルギーが所望のレベルになるようにフ
ライホイールの回転速度を名目上のアイドリングスピード又はスタンバイスピードまで回
復させるために動作する回路及び／又は要素を含んでもよい。コンバータ１６０Ｂは、リ
ンク１３５を介してコントローラ１３０とデータ信号及び／又は制御信号を交換すること
ができ、また、リンク１３７を介して転送スイッチ１２０とデータ信号及び／又は制御信
号を交換することができる。
【００２８】
モニター１７０は、蓄積エネルギー要素１５０に蓄積されたエネルギーレベルを測定する
ために用いることができ、蓄積エネルギー要素１５０の運転パラメータをリンク１３６を
介して取得することができる。モニター１７０は、従来のデータインタフェース／リンク
１３６とともに蓄積エネルギー要素１５０にビルトインされ又は蓄積エネルギー要素１５
０と一体に形成されてもよい。蓄積エネルギー要素１５０が例えばバッテリの場合は、モ
ニター１７０はバッテリの残存充電量を決定し、様々なシステムパラメータ及び／又は要
素パラメータをリンク１３３を介してコントローラ１３０へ伝送するように構成されても
よい。
【００２９】
ディスプレイ及び様々な入力／出力（Ｉ／Ｏ）装置は、システム１００の様々なシステム
パラメータ及び／又は要素パラメータに関する情報を表示及び／又は入力する公知の手法
によってコントローラ１３０とインタフェース接続される。ディスプレイ及び様々な入力
／出力（Ｉ／Ｏ）装置は、ディスプレイ及びＩ／Ｏ１８０によって表されているように、
システム１００を再設定するために、リンク１３９を介してコントローラ１３０とインタ
フェース接続される。例えば、電力転送の決定を行うために用いられる様々なしきい値が
コントローラ１３０を介してメモリ１４５に入力され、このしきい値がディスプレイ及び
Ｉ／Ｏ１８０のＩ／Ｏ機能を用いてオペレータへ表示される。
【００３０】
本システムの実施形態の様々な態様が図１を参照して説明される。一態様において、バッ
クアップ電源システム１００は、第２の電源１４０、エネルギーを１の又は他の形態で蓄
積することができるエネルギー蓄積要素１５０、及び第２の電源１４０及びエネルギー蓄
積１５０と（例えば、データ信号先／制御信号線１３１、１３４を用いて）データ通信す
るコントローラ１３０とを含む。
【００３１】
コントローラ１３０は、例えば、エネルギー蓄積要素１５０に蓄積されたエネルギーの測
定されたエネルギーレベルを、第１のしきい値（例えば、Ｅ１又はＴ１）と比較するよう
に構成される。この第１のしきい値は、第２の電源１４０が所定の最小出力レベルに到達
するために必要な最大時間に関連する。また、コントローラ１３０は、蓄積エネルギーレ
ベルを、第１のしきい値よりも大きな第２のしきい値（例えば、Ｅ２又はＴ２）と比較す
るように構成されてもよい。第２のしきい値は、主電源１１０の長期間にわたる完全な停
電よりも深刻でない主電源／主電源１１０の断続的な電力変動の間に第２の電源１４０が
オン・オフされる繰り返し回数を減らすために選択される。
【００３２】
本実施形態において、コントローラ１３０は、コントローラ１３０による１つ又は複数の
比較結果に基づいて主電源１１０、第２の電源１４０、及びエネルギー蓄積要素１５０の
１つから外部負荷１２５に電力を選択的に供給するように制御され構成される。この比較
結果は、例えば、蓄積エネルギーレベルを、単数又は複数の所定のしきい値、又は、シス
テム１００において発生し又はシステム１００に影響を与える動的事象に基づいて変更さ
れるしきい値と比較することによって得られる。関連実施形態において、主電源１１０の
電圧が変動し又は異常であるとき、すなわち、電力が瞬間的に上昇し及び／又は下降する
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場合等のように断続的な電力変動が起こっている間に、コントローラ１３０及び転送スイ
ッチ１２０は、エネルギー蓄積要素１５０から外部負荷１２５に電力を提供するように構
成してもよい。
【００３３】
本実施形態のさらに別の態様において、転送スイッチ１２０は主電源１１０及び第２の電
源１４０と電気的に接続され、転送スイッチ１２０の操作はコントローラ１３０から直接
又は間接に制御又は指示される。この制御又は指示により、主電源１１０、第２の電源１
４０、及びエネルギー蓄積要素１５０の１つから外部負荷１２５に電力を供給することが
できる。
【００３４】
他の態様において、コントローラ１３０及び転送スイッチ１２０は、蓄積エネルギーレベ
ルが第２のしきい値以下であることを示す比較結果に基づいて、エネルギー蓄積要素１５
０の蓄積エネルギーレベルを少なくとも第２のしきい値まで選択的に回復させるように構
成される。このことは、例えば、第２の電源１４０をエネルギー蓄積要素１５０に動作可
能に接続することにより実現される。または、他の態様において、主電源１１０をエネル
ギー蓄積要素１５０に（例えば転送スイッチ１２０を介して）動作可能に接続することに
少なくとも部分的に起因して、エネルギー蓄積要素１５０の蓄積エネルギーレベルが回復
される。
【００３５】
さらに他の態様において、コントローラ１３０及び転送スイッチ１２０は、エネルギー蓄
積要素１５０における蓄積エネルギーレベルを、第２のしきい値より大きな所定のエネル
ギーレベル、すなわち、「最大」レベルに近いレベルまで選択的に回復させるように構成
される。これは、第２の電源１４０を用いてなされてもよい。このことは、「第３のしき
い値」と考えることもできる。システムの特定の運転上の要請に適合させるために追加的
なしきい値を用いることができる。他の実施形態において、第２の電源１４０は、転送ス
イッチ１２０を介して外部負荷１２５に電力を供給することができる。
【００３６】
また、コントローラは、エネルギー蓄積要素１５０における蓄積エネルギーレベルが第１
のしきい値より大きくない旨の情報に応じて、第２の電源１４０を始動するように構成さ
れてもよい。
【００３７】
また、コントローラ１３０は、主電源１１０が利用不能もしくは不安定であり、又は、主
電源１１０が電力供給先の特定の負荷１２５にとって受け入れられない質の電力を供給し
ている場合、第２の電源１４０を始動するように構成される。
【００３８】
他の態様において、コントローラ１３０は、蓄積エネルギーレベルが第２のしきい値より
も大きい旨の情報に応じて、第２の電源１４０をスタンバイモードにするように構成され
る。
【００３９】
システム１００は、コントローラ１３０に動作可能に接続されたメモリ１４５をさらに含
んでもよい。このメモリは、少なくとも第１のしきい値及び第２のしきい値を格納するよ
うに構成される。また、システム１００は、ディスプレイ及びコントローラに動作可能に
接続された少なくとも１つの入力／出力装置、例えば、キーボード及び／又はマウス、及
びこれ以外の従来の周辺装置を含んでもよい。
【００４０】
第２の電源１４０が発電機である実施形態において、この発電機サブシステムが（エネル
ギー蓄積要素１５０が第１のしきい値以下になった後に）他の停電より前に電力を供給さ
れ又は起動され、エネルギー蓄積要素１５０が最小許容電力レベル（すなわち、第１のし
きい値より大きな第２のしきい値）に到達するまでの間運転を続けることができるので、
ユーザが、負荷１２５における電源遮断を経験し、電源遮断に関する懸念を持つことはゼ
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ロに近づく。
【００４１】
図３Ｂは、上述した２つのしきい値の例示的な実施態様を示す。前記第１のしきい値、例
えばＴ１は、発電機サブシステムが最大電位に十分なマージンを加えた電位（例えば、「
VSAFE」）に到達するまでに要する時間として定義することができる。または、この追加
的なマージンは、接続されている負荷１２５を損傷させないために維持されるエネルギー
蓄積システム１５０の最小安全水準として定義することができる。
【００４２】
第２のしきい値、例えばＴ２は、Ｔ１よりも長い時間であって、エネルギー蓄積システム
１５０の１００%の容量（例えば、「VFINAL」）として表され、発電機サブシステムが始
動／停止する回数が最小限になるように注意深く選択される。例えば、選択されたＴ２が
Ｔ１の値に近すぎると、発電機サブシステム、又はより一般的に第２の電源１４０は、頻
繁にオンとオフを繰り返すことになり、第２の電源が負荷１２５に必要になったときに利
用できる容量を低下させる可能性を生じさせ、さらに、第２の電源１４０に含まれる様々
な電気機械的要素に望ましくない損耗や磨耗を生じさせる。
【００４３】
図３Ａは、第１のしきい値及び第２のしきい値の代替的な表現を提供する。この表現にお
いて、Ｅ１及びＥ２はエネルギーの単位で測定されている。Ｅ１は、発電機サブシステム
が最大出力に十分なマージンを加えた出力（例えば、「VSAFE」）に到達するまでの間、
負荷１２５に電力を供給するために蓄積エネルギー要素１５０に蓄積される必要がある最
小エネルギーに対応する。Ｅ２は、発電機サブシステムが終止電圧、例えば「VFINAL」、
に到達するまでに要する時間より長い間、負荷１２５に電力を供給するために蓄積エネル
ギー要素１５０に蓄積される必要があるエネルギーレベルに対応する。
【００４４】
図３Ａは、しきい値Ｅ１及びＥ２（Ｔ１及びＴ２）が動的な値であることをさらに説明す
る。しきい値Ｅ１及びＥ２（Ｔ１及びＴ２）は、電力が提供される特定の負荷１２５、安
定性についての過去又は将来の予測、主電源１１０の利用可能性、第２の電源１４０及び
／又は蓄積エネルギー要素１５０の劣化やその他のバックアップ電源モードにおけるシス
テム１００の転換効率の定量化できる劣化の影響によって動的に変動する。動的なしきい
値Ｅ１´及びＥ２´は、TEVENT時点の事象の発生に関連するしきい値の増加を説明する。
これは、より遅い時間T’EVENTにおいてより大きなしきい値で一定になる。しきい値は、
上昇することも減少することもあり、システム１００における事象もしくはシステム要素
の緩やかな劣化、又はオペレータの選択によって、ディスプレイＩ／Ｏ装置１８０を用い
てシステム１００に入力される。
【００４５】
本明細書の他の実施形態が図２に示される。図２には、バックアップ電力を提供する方法
が示されている。本実施形態において、プロセスはステップＳ２１０から開始され、ステ
ップＳ２２０へ進む。ステップＳ２２０では、蓄積エネルギー要素１５０における蓄積エ
ネルギー（ＳＥ）のレベルが第１のしきい値Ｅ１よりも大きいか否かが判断される。もし
大きくなければ、たとえ第１の電源１１０が利用可能であってもステップＳ２３０は第２
の電源システム１４０を始動させる。蓄積エネルギーレベルＳＥは、第１の電源１１０が
利用可能であれば、第２の電源システム１４０を始動させることなく第１の電源１１０に
よって回復される。しかしながら、システムを安定させるのに十分なマージンを提供する
ために蓄積エネルギー要素１５０に十分なエネルギーが確実に蓄積されるようにするため
、全ての利用可能な電源が安定性向上のために用いられる。例えば、たとえ第１の電源１
１０が利用可能だとしても、蓄積エネルギー要素１５０に蓄積されているエネルギーをし
きい値Ｅ１以上に上昇させるために、第２の電源システム１４０を始動させることができ
る。この手順は、第２の電源システム１４０を始動させるのに十分なエネルギーが蓄積エ
ネルギー要素１５０に提供されている可能性を高めることによって安全余裕率を提供する
ために役立つとともに、ＳＥ＜Ｅ１である期間中に第２の電源が確実に利用できるように
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する。
【００４６】
ＳＥ＞Ｅ１の場合には、ステップＳ２４０においてＳＥがＥ２よりも大きいか否かがさら
に判断される。この論理条件が真であり、第１の電源が利用可能な場合には、第２の電源
システム１４０をステップＳ２５０において「待機（スタンバイ）」状態に復帰させる。
これ以外の場合、すなわち、Ｅ１＜ＳＥ≦Ｅ２の場合には、ステップＳ２６０において、
第１の電源又は第２の電源のいずれかが利用可能であれば、エネルギーが引き続き蓄積エ
ネルギー要素１５０に再蓄積される。ステップＳ２７０においてステップＳ２１０に戻り
、以上のプロセスが繰り返される。
【００４７】
本実施形態の関連態様において、図２のフローチャートに表されるように、主電源１１０
から通常電力を取得する負荷がバックアップ電力を利用できるようにする方法は、第２の
電源１４０を提供し、エネルギー蓄積要素１５０を提供し、エネルギー蓄積要素１５０に
おける蓄積エネルギーレベルを測定し、測定した蓄積エネルギーレベルを、第２の電源が
所定の最小出力レベルに少なくとも到達するために必要な最大時間及び／又はエネルギー
レベルに関連する第１のしきい値（Ｅ１）と比較し、蓄積エネルギーレベルを、第１のし
きい値（Ｅ１）よりも大きな第２のしきい値（Ｅ２）と比較することを含む。第２のしき
い値Ｅ２は、主電源の長期にわたる完全な停電より深刻でない主電源１１０の断続的な電
力変動の間に発生する第２の電源１４０のオン・オフの繰り返し回数を減少させるために
選択される。また、１つ又は複数の比較結果に基づいて、主電源１１０、第２の電源１４
０、及びエネルギー蓄積要素１５０の１つから選択的に電力が負荷１２５に伝送される。
【００４８】
本実施形態のさらに別の態様において、電力は、断続的な電力変動の間、エネルギー蓄積
要素１５０から負荷１２５に選択的に伝送される。また、エネルギー蓄積要素１５０にお
ける蓄積エネルギーレベルは、蓄積エネルギーレベルが第２のしきい値よりも小さいこと
を示す比較結果に基づいて、少なくとも第２のしきい値まで選択的に再蓄積される。エネ
ルギー蓄積要素１５０における蓄積エネルギーレベルは、第２の電源１４０からエネルギ
ー蓄積要素１５０へ電力を伝送することによって選択的に再蓄積される。または、エネル
ギー蓄積要素１５０における蓄積エネルギーレベルは、電力を主電源１１０からエネルギ
ー蓄積要素１５０へ伝送することによって選択的に再蓄積され、第２のしきい値よりも大
きな所定のエネルギーレベル、例えば、最大容量又は第２のしきい値より大きく最大容量
よりは小さな他のレベルまでさらに再蓄積される。
【００４９】
関連する態様において、電力は、第２の電源１４０から負荷１２５へ選択的に伝送される
。この方法の一態様は、蓄積エネルギーレベルが第１のしきい値よりも大きくない旨の情
報に基づいて第２の電源を始動させることを含み、及び／又は、主電源から取得される通
常電源が利用でいない場合に第２の電源が始動される。さらに他の態様において、第２の
電源は、蓄積エネルギーレベルが第２のしきい値より大きい旨の情報に基づいて待機モー
ドになる。
【００５０】
１又は複数の実施形態において、第１のしきい値及び第２のしきい値は、プロセッサに動
作可能に接続されているメモリに格納され、状態情報やその他のシステム関連情報、第２
の電源及びエネルギー蓄積要素の動作状態が表示される。上述したように、アナログコン
トローラ１３０の場合には、しきい値は、例えば望ましい電圧のしきい値を設定する適切
なアナログ回路によって実現される。
【００５１】
他の実施形態において、コンピュータの指示は、コンピュータ読み取り可能な媒体にプロ
グラムされる。このコンピュータ読み取り可能な媒体（例えば、フロッピーディスク、Ｃ
Ｄ、又はファームウエア）には、単数又は複数の電源から負荷への電力伝送をコンピュー
タが制御できるように、コンピュータ読み取り可能なプログラムコードが具体化されてい
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る。コンピュータ読み取り可能なコードは、コンピュータによって実行されることにより
、コンピュータをして、例えば蓄積エネルギー要素における蓄積エネルギーレベルを第２
の電源が所定の最小出力レベルへ少なくとも到達するために必要な最大時間に関連する第
１のしきい値と比較させる。また、コンピュータは、蓄積エネルギーレベルを、第１のし
きい値よりも大きな第２のしきい値と比較することができる。第２のしきい値は、主電源
の長期にわたる完全な停電よりも深刻でない主電源の断続的な電力変動の間に発生する第
２の電源のオン・オフの繰り返し回数を減少させるように選択される。１つ又は複数の比
較結果に基づいて、コンピュータは、主電源、第２の電源、及びエネルギー蓄積要素の１
つから負荷に電力を選択的に伝送することを命令するために用いられる単数又は複数の信
号を生成することを指示されてもよい。本実施形態のさらに別の態様において、コンピュ
ータコードは、コンピュータをしてエネルギー蓄積要素の蓄積エネルギーレベルを測定さ
せる。
【００５２】
他の実施形態において、コントローラ１３０は、負荷１２５に提供される電源を選択する
ために用いられるように構成され、主電源１１０、第２の電源１４０、及びエネルギー蓄
積要素１５０に関連する単数又は複数のパラメータを受信するように構成された単数又は
複数のプロセッサを含む。メモリ１４５は、プロセッサと動作可能に接続され、当該プロ
セッサは、エネルギー蓄積要素１５０に蓄積されているエネルギーを表す測定エネルギー
レベルを、メモリ１４５に格納された第１のしきい値（例えば、Ｔ１またはＥ１）と比較
するように構成される。
【００５３】
上述したように、第１のしきい値は、第２の電源１４０が所定の最小出力レベルに少なく
とも到達するまでに必要な最大時間に関連する。プロセッサはまた、測定されたエネルギ
ーレベルを、メモリに格納された第２のしきい値（例えば、Ｅ２またはＴ２）と比較する
。第２のしきい値は、第１のしきい値よりも大きく、主電源１１０の完全な停電よりも深
刻でない主電源１１０の断続的な電力変動の間に発生する第２の電源１４０のオン・オフ
の繰り返し回数を減少させるように選択される。
【００５４】
　１つ又は複数の比較結果に基づいて、プロセッサは、主電源１１０、第２の電源１４０
、及びエネルギー蓄積要素１５０の１つから負荷１２５に提供される電力を命令する単数
又は複数の信号を選択的に提供することができる。他の実施形態において、プロセッサは
、測定されたエネルギーレベルが第２のしきい値よりも小さい場合に、エネルギー蓄積要
素１５０に提供される電力を選択的に命令することができる。
【００５５】
　ここで、図４には、バックアップ電源システムの他の実施形態がブロック図形式で記載
されている。図４のシステムは、風力電源４１０及び太陽光電源４２０等の間欠電源を追
加した点以外は、多くの点で図１のシステムと類似している。商用利用可能な相当量の電
力を提供することを考えると、太陽光及び／又は風力は常に利用できるものではないため
、再生可能電源は「間欠的」と言われる。図示しないが、他の種類の「グリーンな」また
は再生可能なエネルギー源が図４のシステムに含まれる。
【００５６】
また、システム全体の要件や特定の用途において望まれる性能に応じて、これらの代替的
エネルギー源が第２の電源１４０の役割を果たすことができる。これにより、第２の電源
１４０は任意的なもの又は不必要なものとなる。
【００５７】
また、風力電源４１０及び太陽光電源４２０は、蓄積エネルギー要素１５０に直接に電力
又はエネルギーを供給するものとして記述されている。しかしながら、このような代替的
な間欠電源は、蓄積エネルギー要素１５０に直接電力を供給するのではなく、他の従来の
手段（不図示）を経由して配電網に電力を提供するように構成することができる。この変
形実施形態において、間欠電源は、代替的配置を通じて蓄積エネルギー要素１５０にエネ
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ルギーを再蓄積するために用いることができるが、そのような構成は採用しなくともよい
。
【００５８】
一実施形態において、間欠電力モニター／コントローラ４３０は、動作可能に風力電源４
１０及び太陽光電源４２０に接続され、動作状態やこれらの間欠電源から利用可能な電力
を測定し、単数又は複数のユーザによって定められた基準が満たされた場合に単数又は複
数のこれらの電源の出力電力を蓄積エネルギー要素１５０へ選択的に接続する。間欠電力
モニター／コントローラ４３０は、ネットワークやデータ接続を介して、例えばコントロ
ーラ１３０及びメモリ１４５に動作可能に接続される。
【００５９】
風力電源４１０及び太陽光電源４２０による出力電力を蓄積エネルギー要素１５０に蓄積
される種類のエネルギーへ変換する必要があることが当業者によって理解される。例えば
、光起電力パネル（太陽光電源の一例）によって生成された直流電圧は、蓄積エネルギー
要素１５０によって使用され蓄積されるためには、交流電圧に変換されることが必要な場
合がある。同様に、風力電源４１０は、蓄積エネルギー要素１５０が必要とするものとは
異なる周波数及び／又は電圧の交流出力電圧を提供することがある。このような様々な変
換装置は、説明の便宜のため図４では図示していない。
【００６０】
また、間欠電力モニター／コントローラ４３０によって実行される機能は、適切なプログ
ラム及び風力電源４１０及び／又は太陽光電源４２０へのデータ接続とともにコントロー
ラ１３０及び／又はモニター１７０に組み込まれてもよい。これにより、別のコントロー
ラを設ける必要がなくなる。
【００６１】
図５は、図４のシステムを用いてバックアップ電力を提供する方法のフローチャートを示
す。本実施形態において、プロセスは、ステップＳ５１０から開始され、ステップＳ５２
０に進んで、蓄積エネルギー要素１５０の蓄積エネルギー（ＳＥ）レベルが第１のしきい
値Ｅ１よりも大きいか否かが判断される。もし、大きくない場合には、第１の電源１１０
が利用可能であってもステップＳ５３０が２の電源システム１４０を始動させる。追加的
に又は代替的に、蓄積エネルギー要素１５０にエネルギーを再蓄積し、又は、蓄積エネル
ギー要素１５０を「再充電」するために単数又は複数の間欠電源を利用できる場合には、
テップＳ５３０は、風力電源４１０及び／又は太陽光電源４２０（すなわち、間欠電源）
を蓄積エネルギー要素１５０に接続する。
【００６２】
蓄積エネルギー要素１５０に十分な蓄積エネルギーを蓄積し、システムを安定させるのに
十分なマージンを提供するために、第１の電源１１０が利用可能な場合に、第２の電源シ
ステム１４０が始動される。例えば、第１の電源１１０が現在利用可能で風力電源４１０
及び／又は太陽光電源４２０もまた利用可能だとしても、蓄積エネルギー要素１５０に蓄
積されているエネルギーをしきい値Ｅ１以上に上昇させるために、任意の構成要素である
第２の電源システム１４０を始動させることができる。この手順は、第２の電源システム
１４０を始動させるのに十分なエネルギーが蓄積エネルギー要素１５０に提供されている
可能性を高めることによって安全余裕率を提供するために役立つとともに、間欠的である
ことが多い風力電源及び太陽光電源の性質を前提としても、ＳＥ＜Ｅ１である期間中に第
２の電源が確実に利用できるようにする。
【００６３】
ＳＥ＞Ｅ１の場合には、ステップＳ５４０においてＳＥがＥ２よりも大きいか否かがさら
に判断される。この論理条件が真であり、第１の電源が利用可能な場合には、第２の電源
システム１４０をステップＳ５５０において「待機（スタンバイ）」状態に復帰させる。
これ以外の場合、すなわち、Ｅ１＜ＳＥ≦Ｅ２の場合には、ステップＳ５６０において、
風力電源４１０及び／又は太陽光電源４２０又はそれ以外の代替エネルギー源が利用可能
であれば、これらの風力電源４１０及び／又は太陽光電源４２０又はそれ以外の代替エネ
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替的電源が利用可能できず、第１の電源又は第２の電源が利用できる場合には、ステップ
Ｓ５６５において、蓄積エネルギー要素１５０にエネルギーが引き続き再蓄積される。ス
テップＳ５７０においてステップＳ５１０に戻り、このプロセスが繰り返される。
【００６４】
図４及び図５の実施形態においては、エネルギー蓄積要素１５０における蓄積エネルギー
レベルは、第２の電源１４０からエネルギー蓄積要素１５０へ電力を伝送することにより
、主電源１１０からエネルギー蓄積要素１５０に電力を伝送することにより、又は、風力
電源４１０及び／又は太陽光電源４２０又はこれらの電源の組み合わせ等の間欠電源によ
り、選択的に再蓄積される。図１及び図２の実施形態と同様に、蓄積エネルギーレベルは
、第２のしきい値よりも大きな所定のエネルギーレベル、例えば最大容量又はそれ以外の
最大容量よりも小さく第２のしきい値よりも大きなレベルまで再蓄積されてもよい。
【００６５】
また、コントローラ１３０及び／又は間欠電力モニター／コントローラ４３０は、エネル
ギー蓄積要素１５０へエネルギーを再蓄積する際に用いられる電源又はエネルギー源の種
類に関するユーザの選択を設定できるように構成されてもよい。例えば、再生可能エネル
ギー源が商業的にさらに利用しやすくなり、配電網に採用されるようになれば、ガスター
ビンやディーゼル発電機等の第２の電源１４０として用いられる高価で汚染源となる予備
発電機とは対照的に、エネルギー蓄積要素１５０にエネルギーレベルを再蓄積するために
、風力電源及び太陽光電源が優先される可能性がある。
【００６６】
例えば、従来の配電網や待機電源システムは、間欠電源が利用できず、さらに蓄積エネル
ギーレベルが第１のしきい値よりも小さい場合（すなわち、ＳＥ<Ｅ１）に用いられる。
この実施形態は、現実に必要な場合にのみ「配電網」又は待機電源生成を利用する能力を
提供し、また、その電源システムは、従来の発電能力又は待機発電能力を始動することな
く複数の停電を乗り切ることができる。例えば、ＳＥ=Ｅ１となる前に太陽光が利用でき
る場合には、蓄積エネルギー（ＳＥ）システムは、従来の電源又は待機電源を始動するこ
となく、エネルギー蓄積要素１５０にエネルギーを再蓄積する能力を取り戻す。
【００６７】
一般用及び／又は産業用電力システムへの電力供給における代替エネルギーの相対的な重
要性が継続的に増大し、消費者が配電網の利用を減らしつつあるので、「通常の」配電網
を「バックアップ」電源にすることも可能である（発電機は不要）。日々の電力需要を満
たすように代替エネルギー源がさらに普及すれば、図４のシステム及び図５の方法は社会
的又は技術的変化に応じて変更することができるようになる。
【００６８】
上述した実施形態は単なる例示に過ぎず、特許請求の範囲で規定される発明の範囲を限定
することを意図するものではない。
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